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幕末の軍事改革に
一八五三年七月八日（嘉永六年六月
三 日 ）
、ペリーによって開
国を求める国書が日本にもたらされた。この時を境として日本の政治・経済・社会・文化は鎖国の枠の中に閉じこもることなく、世界史の激しい流れの一環の中に組みこまれていく とになる
ν
日本の軍事体制も
ペ
リ！の来航によって同じく大きく揺り動かさ
れることとなる
。
徳川治政下の長い間の太平になれ、表面的には
武装平和・徳川幕府の
軍事
的優位体制の形をとりながら、内部に
おいては統制機構のゆるみ、軍事力の低下がみられてい 幕末軍事体制に対して一大警鐘 鳴すこととなった。幕府 軍事体制は徳川幕府保持のため 力
であ
り、外様大名はもちろん御一
一．
家に対してさえも油断ならざるものとして、これに対する準備防備が中心となり幕府の精力は殆んどこ 対内政策に費やされ、外に対する防備に対しては余裕・余力がなかった。もちろん、幕府の初期・中期を通じて国防論 展開、海岸砲台の築
設讐備
という
一O
六
つ
し、
て
奥
英
，E」
バu
・
男
ことがなかったわけで
はな
い。しかし対外防備は一部の知識階級
や一部の為政者の危機感となって現れていたにすぎず、大多数の悶民にとっては海外知識の欠除・政治への不参加などのため、全国民的な規模において政治上の問題とはなり得なかった。そのた
〈1
）
め民間の国防論は幕府の相法、鎖国政策を批判するものとして弾圧を受けねば らなかったし
、また
一
部の為政者によっておこな
（2
） 
われた海岸防備は申訳的なも で、外国との交戦におい 勝算ありとの自信をもつだけの施設は出来なかったのである
。
し か し 、
ベ
リ！の来航を始めとする西欧先進諸国
の
日本への進出は大きな
危機感を日本国全体にもたらす と った。鎖国か、開国か、そのいずれを取るにしても、対外軍事力の強化が緊急 課 して表面にあらわれて
来
た
。
鎖同政策を維持するには当然外国との
摩擦は避けられず
、
開国するにおいては無条件の開国ではなく
、
不利益を受けないためにも外国勢力に対抗するだけの軍事力の強化が当然必
要となってくる
。
このため幕府の軍事力維持の方向
ば
、こ
の時点より対内政策
、
諸大名制圧のための軍事力より対外
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勢力、西欧先進諸国の日本進出に対する警衛、防備というように対外政策として転換していくこととなる
。
対外軍事力の強化、す
なわち海軍力の増強がこの時より大規模な形をとって幕府の政策の中に取り入れられることとなり、海軍の創立とその近代化が急拠推し進められることとなった
Q
海軍の近代化に幕府が意をそそ
いだ結果、海
軍
に対して陸軍の近代化が一歩遅れを取ることとな
り、慶応三年（一八六七） フランス軍事教官の派遣によってようやく具体化する
。
しかし時すでに遅く、この間、対外問題はも
っぱら幕府にまかせ 藩内の 事力の 化に努めた西南諸藩って討幕運動が惹き起され、陸軍の近代化の差が海軍力において優位であった を打ち破り、明治維新が成立することになる
。
ここにベリ
I
来航による国内変化の影響を見ることができる
。
ペ
リ！の来航を始めとする西欧先進諸国の来航がすでに日本の国内に起っていた封建的構造の自己解体を
．更に促すこととなり、都市
における商人階級、農村における地主、富農階級、諸藩 下層武士階級のそれぞれ自己の利益を目的、と 展開運動、 なわち統一国家実現の方向へと幕末 政局 ゆさぶっていくこととなる
ω
各階級の中 集積されたエネルギーが対外軍事力強化
に
意を注ぐ
のあまり、陸軍の近代化に遅れていた 府を打ち依ることに
お
い
て幕藩体制を崩させ、近代国家を成立させてい こと な
υ
こ
の内部的発展の成熟、統一国家形成の要求、こ．れ 西欧先 諸国の進出が大きな衝撃力として作川し、日本 世界史的流れの中に巻きこみ封建制の崩壊 促進したのであるが、この諸外国の彰響を真先に受け変化したのが軍事力であった
。
この変化の様子を海
幕末の軍
事
改革について
（奥山
）
軍を中心としてつぎに述べたいと思う
。
（3
〉〈
4
〉
（5
）
寛永十年（一六三凶
〉
寛永十コ一年、寛
、水十六年と幕府は相続い
で禁令を出して日本人の海外渡航を禁止し、又、外国人の渡来を禁止することによって鎖国が成立した
。
すでに家康時代に大船の建
造を禁止することによって遠洋航海の使は奪い去られており、鎖国は容易に行なわれたのである。しか 幕府の鎖国政策は鎖国が日的でなく、国内治安維持のためにとられた政策であった
。
幕府
の存立を安全ならしめるため ものであり、 国人との間に無用の摩擦葛藤の生ずることを問避するといった政策から出たものであった
。
外国人が幕府の命令通り、幕府の意志の通りになる場合
のみを考えており、外国が武力 もって日本に迫る場合、これに対する方法は殆ど考えられてはいなかっ
。
鎖国後日本に来航を許
された は貿易だけを目的とした和蘭人、中国人 り、その出
（7
〉
入りする
長
崎の
港を警衛すれば事足れりとしたのである
。
他の港
への外国人の出入などは考えられておらず江戸周辺においてさえ
（8
） 
も具体的な防備策はなにもなかった
。
封建体制下の諸侯分立の状
態
に
あっては各議に
は
それぞれ白領を防衛するために議内に海岸
線
が
あれば白領を防衛するため
の
海防という事が考えられていた
が、外国より
の
武力侵入に対しての海防は考えられておらず、各
捧の海防方針 相互に関連をもつもので なかった
。
「紀州沿海
殆ど一百里皆大洋を受く般に海防の事、国祖之御時より最も重きを置かる
リ
然れども海外交通厳禁之世なれは僅かに英吉利和蘭陀
一O
七
Hosei University Repository
法政史学
第十九号
の名を聞知るも夢にも見たる者なく海外人といへは唯一と口に毛唐人と通称せし程之事なれは後世称する海防の如きと日を同して諭すへからす扱其海防と
い ふ
は
先ず左の遠見番所に見張番
人在
番
（9
） 
狼畑所を設く（後略）
」そ
の防備の状態は船の動
向を見張ること
に重点が置かれており、一たび が起れば、「津々浦々に鯨船猟船を準備し、若し外国船の触走漂着を見認むれは其遠見番所にて狼
畑を
挙げ順次受継て忽ち若山に報す
、又
浦々は
此
合図に応
じて
地方役人、地士、部万人舟子夫了直ちに其処へ馳集り（中略）若山より有司之出張を待ちて其指揮に従ふの組織としハ中略〉不虞に備へ別に砲塁台場等之設けありし 非す（後略）」といったもの
であっ
て、そ
の
前提となっている
の は
、外
国
人が武
力をもって追ってこないということであった
。
幸にも寛永以来武
力を背
景に日本に迫
り来た外国
の勢
力は
なか
った 外国より
通交
（日
）
を求めて日本 やってくる
国はあっ
たが、一たび
幕府の拒
絶にあ
うとそのまま帰り去った
。
このことが鎖国を
維
持すれば決して彼
方から無理に犯すこ主はないといろ考えにもなり、自
然防
衛に対
しても
手数を
かける必
要を感
じさせなくなり、従
っ
て次
第に海防
（ロ
）
の事は忽せになっていった
。
日本が鎖国という状態の中にあって平和をむさぼり、軍事的に
はなんら発展を見ず、むしろ後退してい 期間、世界の情勢は大きく
変
化をとげていた
。
十六・七
世紀におけるスペ
イン、ポルト
ガルの東洋経略は英国および和聞にとってかわられ、十八世紀後半からの産業革命、アメリカの独立、フランス革命などを経て世界は資本主義時代に入っていた
。
東洋は
工
業製品を売りさばく市
一O
八
場として新しい意味をもつようになってくる。しかし十八世紀以降日本にやって来る最初の外国勢力は英米仏の勢力ではなく’シベリヤ経
営
に意をそそぎ
北
太平洋に進出
したロシア
の勢
力であっ
た
。
ロシアの
シ ベ
リ ア
経営は
十六世紀
の中頃
イワン四世
の時に始
まったといわれ、十七世紀末には太平洋岸に達しカムチャツカを占領し
。
ピ
ョ
l
トル大帝は更に千
島その
他の
経略をも
行なわし
め
、元
文四年（一七三九）海軍
中
佐スパンベルグが四隻の
軍
艦を
（
臼
〉
率
いて南下し、陸奥、安房、伊豆の海岸に碇泊して去った
。
その
後、千’局、北海道方面におけるロシアの活躍は著るしくなり、安永七年（一七七八）には蝦夷地におい 通商することを松前藩要求
するよう
になった。
このロシアの進出に対して対露政策、海防論を唱える者が現れ
て来た
。
これには大体
二つの立
場があった。一方はロシアとの貿
易
をおこなうことによって利
益
を
あげ
、こ
れを
用
いて日本の
国内
を開発せんとするものであり、天明三年（一七八三〉工藤平助は「赤蝦夷風説考」を表した。他方はロシアの脅威に対して海国としての日本
の沿岸防備の
不
備なる
ことを
説く立場であった。天明
七年ハ一七八六）林子平は「海国兵談」において、特に江戸湾の
（ 日）
防備を強調した。しかし、寛永以来鎖国政策を取り続ける幕府はこの意見を
幕府の政策を
批判するものとして処
罰
し放
棄
する。こ
の時期において幕府にもまだ明確なる国防論というものは存在せず、また民間におい も一部の識者のみが北方におけるロシアの進出に対して、その活動を問題にしたにすぎない
。
このようなロ
シアの進出に対して幕府が行なったことは、寛政三年ハ一七九
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一）九月二日「異国漂流船取計方之儀御
書付
」を公布したにすぎ
（ 凶 〉
なかった
。
この法令は従来慣習として行なわ
れて
いた
異国船－取扱
いを成文にしたもので、なんら新しいことが加味されているわけではなかった。
選咽年（一七九二）ラクスマンが漂民を送って松前に来鵠
商要樹弘文化元年（一八
O
四）レザノフが長崎において通商要求
通商拒絶により起った文化三年（一八
O
六）、文化四年ハ一八
O
（m w
） 
七）の蝦夷方面侵略事件、これに対する幕府の態度は積極性を欠き、このロシア船
の出没に対し
て寛政九年（一七九七）津
軽藩兵
（幻〉戸別」
の松前出兵、同十一年（一七九九）蝦
夷地の直賭
地としての収公
など一見蝦
夷
地の
警衛強
化を図ったように見えるが、幕府の
立場
は穏便事勿れ政策であり、外人と事件の生ずることを禁物としたものであった
。
ために寛氷の禁令を緩和して、ラクスマンの来日
の前年の寛政三年九月の異国船取扱令、寛政九年
お
ける呉国船
（ 勾 ）
取扱令、文化
三年
（ 一 八
O
六）ロシア全権大使レザノフの長崎退（ 幻 ）
去後出されたロシア船取扱令等の一連の法令においてもあくまで穏便に事を処理せんとするところが見受けられる。文化四 （一八
O
七）の北方におけるロシアの侵略事件に対して幕府はロシア
（ 剖 ）
船打払令を発布した。当初打払令はロシア船に対してのみ出されたものであったが、湿汗〈化五年（一八
O
八）の英艦フェ
l
トン号
の長崎港不法侵入事旬 これは長崎港の警備不備とい
J h
問題も
惹起し が、文化八年（一八一一）ゴロ
l
ニンの逮捕事件、高田
（ 幻 ）
屋嘉兵衛だ械などの北方における衝突、文化末よりのイギリスの出没、文政七年ハ一 二四）英人の常陸大津浜へ 上陸、薩摩
幕末の軍事改革についてハ奥山）
土喝別島への上
陸
、野牛殺傷
事件な
ど
あり
、ついに幕府は翌文政
（m m
〉
八年（一八二五）文政の打払令（無二念打払令）を発布してロシア、イギリスに
限らず
、国
籍不明の場合はオラ
ンダ船をも打払う
こととし、異国船全部に対する攻
撃政策
を取ることとなった
。
し
かし文政の打払令も、また異国船との間になるべく問題を生じないようにしようとする事勿れ政策の現れにほかならない
。異
国船
の．取扱いにおいて余りにも寛大な取扱いをなすにおいては却って諸外国の侮りを招き、問題の発生することを恐 たがためである
。
故に此方で威嚇を示すならば外国船はとても日本の近海に寄りつくことはあるまいと考えた。緩和令も打払令 鎖国が目的であり、撰夷が目的 なかった
。
だからその防備も来り侵すことを防
ぐための用意で り、こちらより進んで を打払うというもではなかった
。
外国船の来り侵すことを防ぐための用
意と
して
は、江戸を中心として伊豆 相模、安房、上総等の沿岸 ロシア人の出没する千
島蝦夷方面
、唯一の開港場
長崎
などに特に
意が用
いられた。
戸周辺は林子
平に指摘されたがごとく、まったくの
無防備であったが、寛政年間松平定信の豆 沿岸の巡視などあり、文化年聞に至ってようや 防備の体制が整った
。
すなわち文
化七年ハ一八一
O
）に会津藩、白河藩の工事担当にて、
会津藩、観音崎、浦賀、城ケ島
（ 但 ）
白河藩、富津、竹ケ問、洲の崎
などの諸所に砲台を築設した。天保十三年（一八四一
一）には下
回、羽田に奉行を置き、弘化元年（一八四四）には阿奉行を廃し
一O
九
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て浦賀奉行を置き、幕閣にも老中の中より海防掛をえらぶ等、江戸の防備には腐心した。また蝦夷地に対しては覚政十一年（一七七九）より文化六年三八
O
九）まで
直結地
とし、箱館
奉行（後
に松前世帯行）を置いて防備に当らしめ、また千島、樺太などの測量探険をも行なわしめた
υ
文化六年（一八
O
九）再び蝦東地東部
を南部落、西部地区を津軽藩に分担警衛させる旧制にもど 市部藩は箱館、一根室、悶尻、エトロフの各地 、津較藩は江差 宗
（担）
谷、樺太の各地に分駐警備に当っ
Q
長崎は従来から砲台、遠見
番所等が設けられ、鍋島、黒田の同法より隔年に兵を出 ていたが、フェ
I
トン号事件以来港内整備を厳重にし砲台を各所に増設
（お〉
した、このような砲台の増設、海防にもかかわらず、これは事実上殆ど無力に等しかった。砲台といっても、大砲は効力微弱な和流簡が多く、火器の性能の劣悪なることは、文化四年ハ一
O
七）のロシアのエトロフ
島襲撃事件にお
い て
実証されて
いるにも
（ 引 さ
かかわらず、改良 なされてはいなかった。後に佐賀福等で鋳造した蘭式のものを則いたが、幕府白身いまだ兵器工場を持たない状態であった。また海防策の最大の欠陥は大船建造禁止によって軍艦及び海平の存在しなかっ とである。幕府には水草というものがあったが、しだいに名目的なも とな て た。その攻撃方法は敵 が来た時、僻小舟の類をもって惜ぎ寄せ、敵艦内に斬り込ん
で艦を奪うと
いったような方法しか考えられていなかっ
た 。
砲台防備のための軍隊は太平の続いている聞に軍事訓練を怠
り、武
装も充分ならず兵制
も弛緩し物の役には立つとはいいがた
一一
O
（お）
い状態であった。
このような状態の中にあって日本の危機を痛切に感じる識者も
次第にあらわれて来た
。
特に中期以降の関学の移入によって自然
科学的知識が多く移入されたが、同時に西欧の火器の優秀性も紹介されることとなった
。
西欧火器の優秀性を知り、日本の国防に
瞥鏡を鳴
すものも出たが、天保十一年（一八四
O
）長崎の町年寄
であった高島秋帆は中国のアヘン戦争における洋式兵器 優越性、と西欧諸国の脅威に対して、同内防備体制の強化、洋式兵器の採
（お）
用を建議した
。
秋机は長崎に来た和蘭人から私財を投じてゲベー
ル銃三百挺、猟銃五十挺、野砲六門、臼砲四門、忽砲三門を購入、門弟二百余名を得て、洋式訓練を行なっ い
。
天保十二年
（一八四一）には武州徳丸原において砲兵演習、銃砲操練をおこない、洋式兵器の優秀性、洋式兵制を紹介した。しかるに幕府は秋帆の意見を採川せんとはせず、そ 進捗的意見と行動を嫌い監
（初出〉
禁することとなった。このため秋帆の意見は幕府の採用するところとはなら かった。当時 幕聞におい は砲 以て砲を防ぐというところまで、まだ考え
がおよばなかっ
た。日本古来の独闘、
（お）
日本万の価値を棄てることはできなかった。精神力をもって勝利
（鈎〉
を得ることができるといった考え方が大勢を占めて た である
υ幕府がこのような伝統的な枠の中に閉じこもり、西欧火器の優
秀さを無視し、中国的軍学、和流砲術の伝統恥守の傾向にあった
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時、幕府に先鞭をつけ新軍
事技
術の研究、採用を始める藩があら
われてきた。そのうち
最も
若
るしい
業績を残
したのは、肥前佐賀
藩であった
。藩主鍋島斎
正は関学を重んじた君主として知られる
が、天保十三年（一八四一一）佐賀市十五茶屋に蘭式火砲製造所を設け、嘉永三年（一八王
O
）には家臣を伊豆の江川氏のもとに派
遣、造砲術を学ばしめ
。
また同年より反射炉問基を設置、この
反射炉は肥前産粘土による耐火煉瓦を用い、燃料には日向及び肥後庄の木炭を用い、銑鉄は石見産及び外国からの購入品を使用した。天保十四年から慶応元 に至るまでに藩の製した大砲
は三百
門近く、小銃は五千挺を越えている
。幕
府はその事業を認めて銃
（凶刊）
砲を多数購入している。
薩摩藩もまた持彬の時代に大いに造兵の
事業
を起した
。嘉永
四
年ハ一八五一〉模型炉製造、嘉永五年ハ一八五二〉に反射炉建設、ついで熔鉱炉、錆開台其の他工場の設備をなし、安政四年ハ一八五七〉 月集成館と命名 弘化文久年間 大砲を鋳造するこ
（引）
と七九四門に及んだ。その他水戸様 長州藩 福井藩 土佐藩、黒田藩などにおいても藩独自 形において西欧軍事技術の移入に
（位）
努めた。このような諸藩の情勢に対して幕府自身は依然として相法治守の形を変えようとはしなかっ 嘉永三年（一八五
O
）に
至り洋砲術の採用がおこ われるのであるがまだまだ充分なものとはいい得なかった。ペリ！の来航後、内外情勢の切迫と共に幕府白らも急速に西欧軍事技術ならびに近代的兵制の採川にふみ切らざるを得なくなった。すなわち黒船 渡来により軍事力 較差
、船舶の性能の較差を眼前に見せつけられた幕府は盛んに新軍
幕末の軍事改革について（奥山）
〈川町）
事体制の編成に努めた。これは国外的には迫り来る西欧諸国の勢力に対抗するために、国内的に
は
洋式兵制を採用せる所謂雄藩が
倒幕の方向に傾きつつあることに対する瞥戒の意味も含まれていた。しかしペリ
l
来航後の情勢においては、国論は鎖国とも開国
とも統一されがたかったが、どちらの立場を取るにしろ、海軍力のないことが痛切に感じられた
。
幕府の当面の問題は対外的な関
係において、海軍 例設、増強におかれることとな 。陸軍は安政二年（一八五五）に至りて江戸に講武所が設けら たのであったが、同所における訓練は剣
檎または
旧式銃、水練などであり、
旗本の子弟に対して尚武の気風を復活せしめんとするだけのもにすぎず、洋式兵制 は関係の薄い守旧的練武を主としたものであった。ために陸軍 は洋式兵制を全面的 採用 は文久元年（一八六一〉 至っ であり、翌
二年
、陸
軍奉
行、海軍
奉行その他の職制を定め、旗本をこれら幹部将校 任じ、兵卒は一般から募集したが、幕末の混乱益々激しく効果あがらず、ようやく慶応年聞に至りて歩兵七個連隊、伝習兵 御料 、奥詰銃
（付制）
隊、徹兵隊の雑然たる組織を備える た。陸軍の養成に対しては仏国の援助に待っところ多く シャノアン等を教官と て傭ぃ、仏式訓練を実施した であっ が時すでに遅く、西南諸藩の倒幕運動の前に幕府陸軍は崩壊することとなる。
このような陸軍の状況に対して、幕府が特に力を注いだのは海
軍の創設であり、これはある程度の成功を納めるのである
3
四
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嘉永六年（一八五三）六月、アメリカ艦隊は浦賀沖に来航、武
力的威圧の下に日本側に国書の受取りを追って通交を求めた。七月朔日、閣老阿部伊勢守は在府の諸侯を城中に呼寄せ、アメリカ船より差出された
書
翰の取扱いについて意見を具申すべきことを
求めた。水戸 屋張藩を始めとして主戦論を説く藩も多く、また平和説、延期説などもあらわれ、国論の統一なきままに安政元年
（
K W
） 
ハ一八五四〉二月、米艦の再来となる。「幕閣は己に談判の際に全権等より内票したる条約草案を見て事情不レ得レ止と承諾したれども、水戸老公は此条約決して宜しからず 其時に異議 唱へられしに由り、条約発表の時よりして幕府の内部においては明らかに和親と拒絶とのこ派に分れ、和親派は当局の官吏として、拒絶派は非職閑散の面々と自ら其色を異に 他日の禍源を此時にひらきたりき（中略）当時我国の拒絶論者を挙 夷政無礼の一言を以て之を断案し、仇視敵視するに至りしものは前に述べたる幕府が時論を恐れて応戦主義の仮 を そほい る近因と彼の漢学者流の夷放論が煽動したる遠因とを以て援夷精神 養成 たる者なれば、後年撰夷の禍は到底幕府が自ら醸成したる所なりと云はざる可からざるなり、（後略）」しかし 主戦論、和平 いずれに一つだけ共通する問題があった
。
それは嘉永六年（一八五一二）の
六月中合衆国艦隊との交渉により得た苦い経験に るものであった
。
すなわちペリーが一度江
戸
にほ行すべしと威嚇すれば、その
武力の前に無条件譲歩の外なかっ というこ である
ο
合衆国艦
隊の横行を制することができ かった最大の原因は対外防備の不備であり、また有力な軍艦を有し いことであると幕府執政者に
は強く印象づけられた。ために、鎖国、開国のいずれを取るにしても国防上海軍の創設、増強が急務とされ、これはもっばら水戸
（ 幻 ）
藩より提唱され、幕閣の受入れるところ なった
。
嘉永六年（一八五三〉七月八日、水
戸
前中納言斉昭、幕閣の顧
問となるや覚書を提出して、蘭国より軍艦銃砲を購入 造船技師、職工を招轄し、一方槍剣砲術を奨励、沿岸要地に防備を設
ハ 必 ）
け、土兵の制を布くなどを建議した
。
幕閣においても、江戸湾防
禦のため軍艦 必要を認め、速かに蘭国より購 す ことに決定、また江戸内海の防禦施設として、天保十年以来江戸湾の防備は常に観音崎、
富
津の一線の内外に砲台を築造する設計であった
ものを江戸市街前面の品川沖の海中に砲台を築造することとなり、一大工事がペリ
l
の再来までに間に合わせんものとして行な
（ 必 ）
われた。
また、国内の造船
事
業を起さんと図り、嘉永六年九月十五日、
大船建造禁令を廃止するなどして 積極的に軍艦乃至洋式船の購入、建造を企てて以来船舶の大型化 近代化は正式 取り げられることになるが、近代 型船舶 建造技術を習得することは容易なことではなかった
。
海外諸国から隔離されていた二百余年の
聞に西欧における技術の進歩は造船技術に著るしい差 つくととなり、その結果日本の大和型船舶と西洋 船舶とはまったその性能を具にするに至った
。
大和型船舶は内海、沿岸、河川、
沼沢の航行のみを対象としたのであり、遠洋航海には適しなかった。渡洋 ため は激浪に耐える めの船体構造が必要であり、近代的な西洋型船舶の建造 は相当 設備（ 台・ 渠等）を必
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要とし、これには資金と立地に制約されるところ大だった
。
その
上西
洋型船舶の技術が進み
、
木造帆船が木造汽船に更に鉄船にと
改良されていったが、これらは
伝
統的造船業の知識
外に属する
事
柄であった。ために造船はまず外国からの買船、傭船に依存しな
（ 印 ）
け
れ
ばならなかった
。
幕府には船手と称する水軍
が江
戸と大阪にあり、 手頭の指揮
の下に船手同心、大小の軍船があったが、鎖 以来船手の名はあれども、其の実は失なわ た
。故に
海軍創設に際してこれを
補充拡大していくというよりも、先進西欧諸国
の進ん
だ技術を採
用し、洋
式軍制を採用して幕府海軍を創設することにより先進西
欧諸国の勢力に対抗するだけの軍備をせんと計画した
。
ここに多
くの識者によって叫ばれて来た洋式火器、洋式兵制
の採用がペ
リ
ーの来航を機会として守旧的な幕府を動かし政策 して取り上げられ、海軍のみであ た
が洋式
化が実行に移さ
れることに
なっ
た
。閣老阿部伊勢守は軍艦製造につ
いては
長
い間
の大船建造禁止
のため日本において経験がないため、経費のみ要し良い結果を得られないことを考え、長崎奉行に命じ和蘭商館長の手を経 海外
（ 日 ）
に注文せし 、これを機会に留学生派遣の計画を樹てた
。
当時ヨーロッパはクリミア戦争に多忙であってこ
れに応ず
るも
のはなかった。そこで和蘭はドンクル・キュルチュ
l
スをして海
外の形勢の説明にあ らせ、日本において幹部
養成を行な
い海軍
（ 臼 ）
を創
設
せんことを
説
い た
。
ここにおいて幕府は和蘭に対して海軍
術伝習
の
ため
の教師派遣に
ついて依
頼
した
。軍
艦購入申し入れを
受諾しなかった代
案と
して和
蘭は安政二年（
一 八
五五）蒸気船ス
幕末の軍事改革についてハ奥山）
ームピ
ング号贈呈
、
幕府ばこれを
「観光」と改称
し 、
海事技術伝
習の練習船と
し 、
ベルス
・レイケン
大尉以
下
二十余名の教師到着
を機に長崎海軍伝習所開
設と伝習
生選抜を行なった
。幕
府より派
遣せられた伝 生は約四十名、各藩からも希望者をつのり選抜された伝習生は一二五名、その内訳は薩摩藩十六名、熊本藩五名、福岡藩二八名、長州藩一五名、佐賀藩四七名、津藩九名、福山藩四名、掛川藩一名であり、取締りとして永井玄蕃頭、伝習生書記掛には勝麟太郎
、
矢田堀景蔵
、永持
享次郎が命
ぜら
れ
、そ
の
他伝
習所事務関係の者と
して
会計及び雑務取扱
いとして徒
日付四名
、
小人
目付五名
、伝
習掛の地役
人三十二名、
伝習掛通排官四名がそ
〈 臼 ）
れぞれ任命を受けた。
安政二
年十月に至りて長崎出島和蘭館において関所式を行なっ
た。長崎海軍伝習所は西役所をもって之に当てここを教場として使用し、別に教場を建設するということはしなかった。水夫は古くより船を扱うことを業とするを慣習とし い 讃岐国塩飽島之島民を以って当てることとし、その中より若年の者を選んで艦内あるいは陸
上に
お
い て
軍
艦乗組の水夫として養成することになっ
た
。第
一期のオランダ教官はベルス・レイケソの外二十一名の人
々で支払れた給料は合計一ヶ年一二万千五百六十ギュルデン（百ギ
（ 日 〉
ユルデン、銀六二五匁）という金高 なった。
教授は午前八時より十二時まで、午後は一時より四時まで、時
には練習船上にお
い て
運転諸帆の操作な
ど
があ
り、学習はすべて
陥記を建
前とし
筆
記させることはなかったが、言語がたがいに通
ぜず、これを補うために通排官が置かれて
hいたが、互いに隔靴の
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思いあり、教官は大いに教示に苦しみ、生徒は陪請に苦しんだ。伝習所において蘭人教官の教授した教科は、航海、軍用、造船、
〈 日 ）
砲術、船具、測量、数学、機関、操練等であった。
安政三年（一八五六）、幕府は「長崎製鉄所」を設立し、ここ
での艦船修理工事を通じ 船舶造修技術を実習する機会が与えられ た 。
長崎海軍伝習所の設立、長崎製鉄所の設立などは海軍創立計画
の一部をなすものであったかもしれないが幕府の積極的な計画の一環として先進的な外国の技術 れ常的に系統的に計画的に接触する機会をつくり、そ 摂取を凶った点に大きな意義が認められる
。
また伝習所開所にあたり、伝習生を単に幕臣の中よ
り
選ぶと
いうことをせず、諸
藩に広く参加を認めるなど積極的に人材を登
用せんとした
。
幕府の海軍創設に対する積極的な意欲の現れをこ
こに見ることが
できる
。
しかるに安政四年ハ一八五七）春に至り、長崎は遠隔の地にあ
り、伝習生派遣に多額の費用 必要とした、ところから、江戸に海軍操練所を設けるこ なり、第 期の伝習生は勝麟太郎他四・五名を残して江戸に引き上げ
。
事実上、第一期の伝習は終りを
（ 日 （
つげたのである
。
同年八月五日に至りて、かねて和蘭に注文して
おいたヤッパン号が長崎 入港、同艦にて日本で 海軍伝習のために派遣せられたリットルホイスセソ・ファン・カッテンディケ中尉以下
の教官が訪れ
、初期の海平伝習に当った
ベルス
・レイケ
γ
以下の教官と交代することとなった
。
一方、ヤッパン号は長崎
奉行荒尾石見守が和関商館長立合いの下に れを受取り、後にヤ
一一四
ッ パ
γ
号の名称を改めて威臨丸とした。九月に至り、新伝習生二
十六名到着、安政二年より引続き止まる者、安政三年に長崎に到世 一 周
していた者など十一名を加えて伝習に参加し
たのであ
るが
、人
数の点など第一期に比べると規模が縮少していた。教授内容は大体前教師の定めた所と同じであったが、軍医として派遣されたポンベが出島に於いて医術を教示したり、合密学、下士官心得、築城、騎兵調練、地理、歩兵調練などが加わるなど伝習内容は単に
（ 幻 ）
海軍伝習だけでなく、軍事 般 及んだ
G
安政五年五月に至り、
和聞に註文していた残り 隻コルベット・エド号 長崎に入港、これを朝陽艦と改称して伝習艦に当てた
。
かくして幕府海軍の幹部養成の事業はようやく軌道に乗らんと
したので
あるが
、安政五年は条約勅
許をめぐり世論の騒がしき時
期でもあり、更に将 家定の病死による継嗣問題の発生、また社会不安の発生など国の内外に大きな問題をかかえる時期でもた
。
大老井伊直聞は経費の嵩むことを理由として、安政六年（一
八五九）二月、創始以来五年 して、長崎海軍伝習所を閉鎖する
（ 回 〉
こととした
c
これは江戸が多事多難でなかなか手が回りかねると
いうこともあったろうし、また
安政四年
、最初の伝習を終えて江
戸に帰った伝習生女教師、として同 四月海軍操練所が築地講武内
に設けられ
、和蘭より献上の
蒸気船を操練用として用
い、旗本
御家人を主体として藩士の中からも希望のある者は入所させるなどして操
練所の内容が整備され
、海軍伝習を海軍操練所一本に統
一せんとする幕府の意凶
が考えられる
ο
また海軍技術の伝達があ
る程度日本人の手で行なうこ ができるようになった事を意味す
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るものではなかろうか
。
しかし日本人による
操練開始
とい
っても
先進諸国の技術を無視したわけではない。常に先進諸国の技術に
（間
抑
〉
持触
し、そ
の摂取に努力
している
。
国内にお
い
てのみならず
。
進
んで同外にお むき外地で技術を見聞摂
以せ
んとする企てや、伝
習の成果を遠洋航海において験さんとする企ても現れた。前者が海外への留学生派遣であり、後有が万延
一五年（一八六
O
）の成附
丸による太平洋横断であった
υ
このような伝習の成果の上に立って幕府はいよいよ海軍の創設
に芳子することとなる。
安政元年
（ 一
八五四）の神
奈
川
条約
、
安政五年（一八五八）の
日米修好通商条約の締結、万延元年（一八六
O
）の戚臨丸
太平
洋
横
断
成功などのことあり
、もは
や鎖国体
制
では新
しい
社会体
制に
応ずることもできず、ここに鎖国制度一変のため寧制 変革し海軍
を
創設す
ることになった
。文久元
年ハ一八六一〉五月十一日、
幕府は
「軍役
人
数割兵賦取立の事」
について海陸御
備向並
御軍
制
取調御用の係を設け、「鎖国制度御一変被遊候上は御軍制も亦御一
変不被遊候
て
は難相成義に
付右御変
革
追々可被仰出漁畑一致し
力を尽し神君以来の御武威内外 布き候様 際可励 た求」として軍制改革の 査研究を始めることとなった
。
調託研究に当った
のは木村摂津守、勝麟太郎、小栗山
一旦後守ら二十数名
の
大名旗本で
あった。文久二年八月に至りて 海軍増強 ついての意見上申を進める布速が出された。
方今宇内之形勢一変致し候に付、外国之交通も御聞に相成候に什ては、全国之御政事一致之上ならでは難相立筋に候処、御大
幕末の軍事改革について（奥山）
礼
等打続
一新之
機会を失
ひ 、
天
下人心
居合兼終に時勢如是及
切
迫候次第深く御心痛被遊候に付、上下挙て心力を尽し、御国威御 ．
史
張被遊度思刀口候
、尤
珠海之御同海
軍
を不被為与候ては
御国力不相
震候
に什追々御施
設
可被成
仮得
共此儀は追て被仰刊
にて可有之供
、
十 引 に
什
ては参問之年初在府之日数御緩めの義追
て可被仰川鉄、依ては常々在邑致し似民之惚育は中迄も無之、文を興し武を振ひ戸市強之
術
計厚相
心
掛銘と見込之趣有之候は
斗
（ 臼 ）
無伏蔵中立候心得に可罷在旨被仰
山
候右之通被仰出候
事
こ
れに
対して九月軍制掛より意見上申が行なわ
れている
υ
「海
軍御建興之儀は当今第
一
の御要務」として
、
ω
早急に軍艦セ海
外に
注文
す
るなり、同内において製造する
事
。
凶
陸軍
に対して海
軍の技術修得が難
しい
事
、平
時にお
いても
危険を伴うので優遇されねばならない事。
ω
危険を
避
け 、
易きに
つ き 、
営
利
富
貴を欲するのが
人
情
、故
に努力次第昇進できる道をつくり優遇することによって多くーの人材を
集
める事が必要である
。
ハ 臼 ）
と上申した
。
（ 臼 ）
更に「海
軍
御建興之儀に付申上候
書
付」を提出して海軍創設に必
要な艦
数
、般
船建造費用の捻
問、海
軍の指揮大権の問題など
に つ
いて上
申
した
。す
なわち
治岸防備を厳にす
るため、将来において
は大小艦船三百七十余般を造立すること。このため諸大名の参勤交代を緩め、献上物を差止め、その分限に応じて年々海軍兵賦を差出さ
せる
事
。
また
海外諸国
と
の互市を許
し、船舶出入に対する
五
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税銀を以って海軍費用に当れば国内疲弊の害なく海軍創立は可能であるとした。また、海軍の指揮大権を諸侯に分托させるか、あるいは幕府一手に掌握すべきかの問題があった。封建制度の建前からいくと海岸領分を持つ大名に防備を分托させる が当然である。だが軍制掛は諸侯分托の不可なる理由を五つあげ海軍の指揮大権を幕府一手に掌握せねばならないと意見と申した
Q
その五つ
の理由とは、ω
もし瀕海の大名にその分限に応じて船を分托せしめ、海岸領分なき大名に献金せしめる事とすると、瀕海の大名はその船を自領を防衛するため みに利用し、山地の大名は無益の献金をしたというように考えて挙国一致 いうことが不可能となってくる。軍艦の製造、海軍将士の養成にしても諸侯 分托する時は遅速精粗の差が生じて統一を欠く恐れがある。海軍の強弱は紀律 斉整にあり、紀律の斉整は一人の統轄によって始めて効果 あがる。諸侯に分担する時は諸侯の対立を招き易い。一致した行動起 難く、一旦緩急 場合に充分活用されない。四海皆海である日本の港湾すべてに軍艦を配属させ ことはできない。要は五、六ケ所 要港に軍艦を常備して首尾応援して一身の手足 動かすが如くに なければ らない。いま海軍を諸侯に分托す ば、専ら白領を守り無益の港湾に船をつなぎ、かえって要地 に軍艦 備えなきこともあり、これ は同心協力ということは実 覚束 いこ
(2.) (3) (4) 
一 一 六
と で ← め る 。このたび諸大名をして皆在国在邑して富強の策を修せしめる事となったが、隠然割拠の勢がすでに繭している
Q
いま
これに備えなければ、恰も盗に糧を与えるようなものである 。
といったものであった。統一海軍の創設、これは近代ヨーロッパ勢力に対抗するために是非必要なことであり の考え方の中に近代国家、統一国家形成の繭芽を見ることができる。
完成期における軍艦配備計画、必要人員は「江戸、大阪御備軍
（ 臼 〉
僻A r
恨 井 小 形 一 ↓ 芯 … 一 一 丸 一 船 生 一 寸 一 取 調 書 」 や 「 御 国 周 回 海 岸 御 警 衛 軍 艦 備 方
大綱」によれば江戸 大阪港配置軍艦総合船数は四拾三般、乗組総人数回九
O
四人、また全国警備軍艦船数は六備拾五組、船数三
百七拾般、乗組人数六二一
O
五人を必要としており、軍艦配置は
東海怖として江戸に三組、東北備として箱館 四組、北海備 して能州別所辺に一組、西北海備 して下関に一組、西海備として長崎に三組南海備として大阪に三組として配置することとした。一組はフレガット軍艦三般 コルベット軍艦九般、小形蒸気船拾般の二拾二般と三九六
O
人の乗組人数によって構成される予定で
あった。
しかしながら三七
O
般の軍艦の建造、六一二
O
五人の乗組員の
養成は国内における反幕的運動 の対決、激増する外人殺傷事件の発生、更に外国技術導入による各種工場の設立などの多額の出費によって逼迫する財政事情の中では、また分立する封建社会の中の人的不足の中では決して容易なる事業ではなかった。こ よ
信）
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うな状勢の中にあっては、計画を実施し完成させるための前提になるのは多額の資金の確保である
。
ついに幕府は各地の富豪に対
（ 釘 ）
して献金を促すこととなる
Q
大阪
、江戸の笥商に対してはそれぞ
れ別々の布告を出して献 差出しの事を促したのであるが、たびたびの催促にもかかわらず、其金額 僅々の額に止まり、則待さ
（ 槌 ）
れたほどばかばかしいものではなか た。度 将軍 上洛 長州征伐の
事など幕府の出資が嵩み天保則に貯わえ
られた財貨も文（ω
） 
久元治期にすでに剰余の のをなくしていたという。財政難の中にありながらも、元治元年、築地の海軍操練所が焼失す や神戸に海軍操練所を設け、総理に勝安
一房が任ぜられたが、元治二年三
月に廃止となった。慶応三年（一八六七）には、文久二年（一八六二）に和蘭
に
派遣された赤松則良、榎本武楊等の海軍留学生
が購入軍艦開陽丸、と共 帰朝、また同年英国士官を招時し 築地
（ 叩 ）
に海軍所を設けた。幕府の海軍形成 そそぐ努力にはなみ みならざるものがあった
。
慶
応二年（一八六六〉八月に至り井上河内
（n
） 
守より軍役人数割の改正 ついての布達が出された
Q
従来の弓、
万、槍中心の軍役人数割を鉄砲中心に改正せんと
。
九月に至
り、更に改め人数を
差出す代りに軍役金の上納
を求める布達が出
（
m M
） 
された
。
一 た び
事が起
った時、軍役人数割に従って諸人より集め
られた人数では統一された全体 指揮、命会伝達系統 規律などの
点にお
いて統 的なものができ得ない
。軍役金
を利用して統一
軍隊を設立
、規律正しい強固なる
軍隊
とすることを目録んだ
。
慶応三年（一八六七）に至り海軍所整備に関連して、海軍学校（η
）ハ日）（
RM
〉
規則、海軍学校教授書内容、機械学教授書内容、造船学教授書内
幕末の軍事改革について（奥山〉
（河〉
容、海軍奉行以下役々資級順序其の他各役割のこと、諸手当のこ
（打）（花）（乃）
と一船中士官心得、船中下等士官水夫火焚小筒方心得、番兵之心
（剖〉
得、軍艦役同並同勤方医師勘定役翻訳方絵図認方井陪臣より出役
（位）（部〉
之者心得、諸届の様式、休暇について、水夫火焼給料其 他、などの海半学校教授内容、海軍服務規定の整備に努めている。
かくして海軍の実おおいにあげん乞努力したのであるが、すで
に
人心隔離し、上下すでにへだった時期においては計画の完
全な
る実現は凶難な事柄であった。ついに慶応三年（一八六七）十二月九日、薩、士、芸、尾、越の兵力をもって断行された「御一新」によって、徳川幕府は打倒され、幕府の海軍設立、増強整備計画はほとんど水泡と化したのである
幕末の困難な事情の下にありながら、海軍設立、増強に全 を
傾注した結果、海軍力においては諸藩を凌ぐもの っていたのであるが、陸軍における近代化の遅れがついに幕府海軍 完成を見ることなく終らせた
。
五
以上、幕末期における洋式兵制、近代兵制採用過程を海軍を中
心として見たのであるが、これら洋式兵制採用における最大の欠陥は、いかなる新兵制、新戦術を採用し う
Lしもその内部構造が
全く腐朽してしまっていて 用いるとしても由ないということと、人的不足とにあ た
。封建主義
的
基盤
、封建体制をそのまま
にして新しい軍事体制を採用することは それ自身矛盾する事柄であった。すなわち、封建的身分 度においては武士の数 限度
一
一 七
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あり当然強大化を図る場合人的に不足することとなる。また封建的な軍役制度によっては、一度事が起るまで招集することが難かしい。平時における訓練、常時駐留、指揮系統の一元化、統一軍隊の創設 ど近代的軍制を採用する時、封建制の壁に打ちあたることになる
Q
また軍事工業の中における工場労働者の必要は農民
の土地へ 禁縛からの解放を促進することとなり、事業が拡大ればするほど封建制度のもつ階級身分制を崩していくこととなる。近代的統一国家の成立、この方向にむかつて好むと好まざるとにかかわらず、進まざるを得なくなり、これがまた必然的な流れと目されるようになった
Q
幕府政び諸藩は軍事体制への努力に
よって後の近代的発展への道をひらき、その前提条件を作り出したというべきであ 。明治政府はこれらの幕末における軍事的諸改革を継承して全面的に させたともいえる。すなわち、明治二年七月に至り、兵部省は諸藩から押収した各種兵器 整理保存や、幕府及び諸藩の所有 った兵器の製造 備を継承、整備して官業による大砲、小銃等 製造、修理を開始す ことと った
υ
また軍の編成については幕府及び諸滞の一部が主として英・
仏二国に依存して兵制改革を行ないつつあった関係上そ 遣策を継承することとして、明治三年、兵部省より海軍はイギリス式、陸平はフランス式を採川するとの布告がな ている
ο
また用兵術の面ではヨーロッパ流の砲、歩、騎の三兵用兵が日
本化され明治政府にも採用されていった
J
編成上、組織的にはヨ
ーロッパ近代兵制が採用されているが、西洋式 砲 優秀さに日本古来の独闘戦術を加え 用兵術が採用されて った。すなわち
一 一 八
精神力の練磨を第一と考え、軍の強みと誇りを軍人精神におく結果、後には軍事科学の進歩した近代戦においてややもすると火力を無視して生命を軽視し、無謀な戦法に出て唯勇名 挙げることを誇りとしたり、肉弾攻撃を推賞 り、統制を無視する一番乗りを激励し、窮すれば直ちに斬り込みを行なうなどの弊害 生むことにもなってくる。
近代国家の成立、すなわち封建制度の打破、近代的兵制の採用
に対して大きな衝撃力として作用するのが、。へリ
I
の来航を始め
とする西欧先進国の軍事 の優位であった。封建体制をあくまで維持し、国内的には武装的平和 幕府の 事的優位を示し がら、同外に対しては鎖 政策、外人との接触 できるかぎり避けようとする事勿れ政策 対して、これら政策維持の不可能なることを政権担当者 知らせたのであっ 。近代的軍事力の優位を眼前にして幕府為政者は近代的兵制の必要なること、 的に諸外国に対抗できるだけの軍事力を育成するこ 必要なることを知り、急拠軍事力増強の方向を打出すわけである。明治時代の富国強兵の考え方をここに見ることがで る。諸 国に対するため幕府軍事力の増強は海軍を第一義と た。海軍において近代化を凶り、幕府を中心として統一海平を育成せんと図った。しかし、封建社会の中にあっては当然限界があった。無から 出発これは多額の費用を必要とする事柄であり、乗組員の養成は当然封建社会を崩すも であった。幕府の軍事力 化は幕府の好むと好まざるとにかかわらず、近代社会の形成の方向に時の流れを向けることになる。
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幕府を中心にして統一国家を形成するか、西南諸藩を中心にし
て統一国家を形成するか、この争いは当然避けられないことであっ た 。
日本の近代化に対して、これを促進させる要素として、先進諸
外国の力が働いたことはいなめない事実である
Q
ペリーによって
その端緒が聞かれたともいえる
。
ただ封建主義を一掃することな
く形のみにおいて洋式兵制を移入せんとした幕府の態度に問題が存在したと考える。この時期にお
いては附級を無視して
農民の中
より兵を採用しなければならない段階に達して の 。
注（1
）林子
平全集第
一巻二二ハ
頁
（海国
兵談）
「棋に憶へば当時長崎に厳
重に石
火
矢の備有て却て安房
・
相模の海港に其備なし
此事甚
不審・細かに思へば江戸の日
本橋より唐・阿蘭陀迄境なしの水路なり然るを此に不備して長崎にのみ備るは何ぞや、小子が見を以てせば安房・相模
の両国に諸
侯を置て
入海の瀬
戸に厳重の備を設
け度
事
也 」
（2
）近世日本国
民史第二九巻二二
七
頁（海防御備愚意）
「第一安心不仕は一房州・豆州・上総・下総等
に
て候、沼津
辺よりは大概海辺に居城も有之処、右四ヶ国は尤小給所、又は御領所等に而一向 御備無之、下回奉行も相互に浦賀え引移り候上は猶更御手当も無之同様に候 異国船右之所より浦
賀へ乗
入、品川え来り候節は大井
川、箱根之御園も
まことに徒然に相成、可恐之場所 市候、此処御備え
第
一
幕末の軍事改革について（奥山〉
と払は兼而存罷仕、考置候筒条認申候」海舟全集第六巻、「陸軍歴史」上三六一頁
（3
〉（
4
）（
5
）徳川禁令考前集六、巻六一
（6
）現代日本
産業発達史「造船」六頁
、回保橋潔「近代
日本外
国関係史」五六八頁陸軍歴史下巻十六
ハ7
）「通
航
一覧」第八、二五五頁
（8
）「通航一覧」第八、一二六七頁
（9
）「南紀徳川史」第一三巻、一五
O
頁
（叩）「南紀徳川史」第三一一巻一五
O
頁
（日）寛永十七年（一六四
O
）マカオ船、正保四年（一六四七〉
ポルトルガル船、延宝元年（一六七一二）イギリス船、延宝八平（一六八
O
）シャム船、貞享二年（一六八五）マカオ
船、享保十二年（一七二七）カンボクャ船が来航、いずれも拒否に会う。
（ロ）畏崎の警備は佐賀藩、福岡藩が交代にて寛永十九年より行
なった
ο
承応二年には港口七ケ所に台場を新設、しかし、
その後増設されなかった。その後警備は緩み、文化五年、フェlトン号事件の頃は関船入港時に藩兵を送り、帰航後帰藩させることにしていた
。
フェlトン号事件は入港すべ
き蘭船がすでに帰航期に近づいても一向に姿を見せぬため、今年は入港せぬものと思い、警備の番士帰藩後の出来事であった。
（日）通航一覧第七（M
）通航一覧第七
八一頁八 四 百 円
一一九
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ハ日）林子平全集第一巻＝二ハ頁（日）徳川禁令考前 六四
O
一 頁
「惣而異国船漂
着
候は
L
何にも致
手
当先船具は取上置長崎
美江送り遣
はし候儀
夫々可被相何事候
、以
来異国船見掛候
は
L
早々手当人数等差配、まつ見えかかり事かましくも無之
様致し筆談役或は見分之者等出し様子相試可申候若拒候地に候は
L
船をも人をも打砕無貧荒筋に候問彼船江乗移り迅
速に相働切捨等にも致候は
L
召捕候義も尤も可相成候勿論
大筒火矢
杯用
候も勝手次第之事に候、筆談等をも相調ひ、
又は見分等をも不拒起に候は
L
成丈穏に取計石船をは計策
を以成共繋置船具等をも取上置人を 上陸致させ番人付置立帰不申様致し早々可被相伺候
、
若及其儀候は
tA
捕円
可
被候
」
（口）通航一覧第七九二頁（日）通航て貰第七一
O
四一問
。頁
ハ凹）有馬成甫「文化四年エト
軍事史附究ニ
i
一 ニ
、
一
l l
二問責
ロフに於け
る日露衝突事軍事史研究二｜四
、 六 一
二 ｜
｜ 七 六
件とその国防におよぼせ頁る影響」
（却）通航一覧第八一一
一 二
O
頁
（幻）通航一覧第八
三一五頁
（幻）徳川禁令
指 々
前集六
凶
O
一 二 頁
（お）徳川禁令芳前集六四
O
三頁
（弘）徳川禁令
芳
前
集六四
O
四頁
（お）イギリス船フェ
1
トン号の長崎入港、薪水を強要した
。
こ
一 三
O
れを阻止し得なかった長崎奉行は責任をとって切腹、幕府をして外国船に対する強行措置の原凶となった。斎藤阿具「 ヅ
l
フと日本」八二
l
一O
五頁、回保橋、近代日本外国
関係史、二五五
1
二六八頁
（お〉通航一覧第七四
O
八頁
ハ幻）通航一覧第八十八頁（お）凹保橋「近代日本外国関係史」一
二
五八
l
一 三 ハ 一 頁 。
ハm m
）徳
川
禁令芳前集六回
O
四頁
（小山〉徳川禁令
車内前集六四
O
四頁ハ文政八年二月十八日）
「一体いきりすに不限、南蛮西洋之儀は御制禁之国に候間以来何れえ浦方においても異国船乗寄候 見請候は
L
某所
有合候人夫以有線 不及一関打払叫ん延 は
L
追船に不及、
共俵に差置（後略）」
（
M M
）通航一覧第八三九七頁
ハ犯）通航一覧第八三二一一貝（ お ）
承応
二年（一六五
三）港口七
ケ所に台場を築
設
、
港内、大
別届、女神、神崎、港外、白崎、高鉾、長刀岩、陰尾にあり古台場と称された。文化四年に一生り
、
岩瀬道
、
和佐崎
、
北瀬崎、大波止
、
出島、新地並依物蔵、十善寺の七ケ所に
増設、地役人を嘗備にゐてた。
（弘）通航一覧第七一一一七
l
一 一 二 八 頁
（お）大糸年夫、「幕末兵制改革史」四八頁（お）海舟全
集第六巻
、
「陸軍歴史」上巻一一ー
i
一 一 一 買
（幻）同六巻、「陸軍歴史
」上
巻 一
一
六頁
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有馬成甫「高島秋帆」
（お）（却）佐藤堅司、「三兵戦術の沿革投びに伝来とその日本
化」軍事史研究二｜二六六頁
（ω
）（川出）伊豆公犬、松下芳夫、「円本軍事発達史」一一六頁
（位）大糸年夫、「幕末兵制改革史」九二
l l
一OO
頁
（必）田保橋、「近代日本外国関係史」五六六頁（叫〉伊豆、松下「日本軍事発達史」一二
O
頁
（必）福地源一郎、「幕府衰亡論」一一 九頁（必）福地、「幕府哀亡論」三
O
二頁
（幻）田保稿、「近代日本外国関係史」五五六頁ハ必）日保橋、「近代円本外国関係史」五五 頁（m w
）阿部正巳、「荘内藩の品川台場警街」軍事史研究二
l
二
（閃〉現代日本産業発達史「造船」八頁（日）回保橋、「近代日本外国関係史」五六七頁（臼）海舟全集第八巻「海軍歴史」六一頁（臼） 臼 （店）（間山）ハ貯 海舟全集第八巻「海 歴史」
六 一
e b－ － 九 三 頁
（部）同「海軍歴史」九三頁（ぬ）園内における技術の板取は幕府の軍事工場において行なわ
れていた。嘉永六年湯島鉄砲製作所、文久三年、関口大砲製作所、嘉永六年、石川島造船所、安政二年長崎製鉄所、元治元年横須賀製鉄所が設立された。
ハω
）海舟全集第八巻「海軍歴史」二五二頁
幕末の軍事改革についてハ奥山）
（日）ハ臼〉同（臼）同（ 山 町ハ臼〉同（侃）同（訂）同（ 山 町（ω
）同
（
mN
）伊豆、松下、「日本軍事発達史」一二
O
頁
（礼〉海舟全集第八巻「海軍歴史」二八六
l
二八八頁
（花）同「同」二九五頁ハロ）（九） 」二九 頁（お）ハ祁）同「問」三
OO
頁
（η
）同「同」三
O
一 頁
（
m m
〉同「同」三
O
五頁
ハ
m m
）同「 」三
O
八頁
（却）同「同」ゴ一
O
九頁
（別）同「同」ゴ二
O
頁
ハ位〉同「 」ゴ二二頁ハお〉同「同」ゴ二五頁
もー1 ーっー「 一寸 一寸一寸ー「ーーl
」二五三頁」 一 一 六 一 一 良」二六四頁」二六五頁」二六四頁」二七 頁」二七四頁「二七五
t貝
同［口J I司！日l I司同同［6]
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